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0 1 5 11 20 37 
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社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

泉川公一・教授 日本呼吸器学会代議員・広報委員会委員・感染

症・結核学術部会ウェブ委員 
日本呼吸器学会 

泉川公一・教授 日本呼吸器内視鏡学会評議員 日本呼吸器内視鏡学会 

泉川公一・教授 日本感染症学会評議員・感染症専門医制度試験

問題作成委員・専門医審議委員・院内感染対策

講習会講師 

日本感染症学会 

泉川公一・教授 日本化学療法学会評議員・Journal of Infection and 
Chemotherapy 編集委員 

日本化学療法学会 

泉川公一・教授 日本医真菌学会理事・ガイドライン検討委員会

委員長・将来計画委員・支部・関連学会委員長 
日本医真菌学会 

泉川公一・教授 日本結核病学会代議員・治療委員 日本結核病学会 

泉川公一・教授 日本マイコプラズマ学会理事 日本マイコプラズマ学会 

泉川公一・教授 日本臨床微生物学会幹事・評議員、学術奨励賞

委員会委員、地区制度委員会委員、認定医制度

委員会委員 

日本臨床微生物学会 

泉川公一・教授 日本環境感染学会理事・評議員、ICD 制度協議会

委員、災害時感染制御検討委員会委員 
日本環境感染学会 

泉川公一・教授 長崎県感染症対策委員会委員 長崎県 

泉川公一・教授 長崎市感染症診査協議会委員 長崎市 

泉川公一・教授 長崎市人権教育・啓発審議会委員 長崎市 

泉川公一・教授 長崎市医師会広報委員会委員 長崎市医師会 

泉川公一・教授 長崎大学における感染症研究拠点整備に関する

地域連絡協議会委員 
長崎県 

泉川公一・教授 東北大学大学院非常勤講師 東北大学 

泉川公一・教授 琉球大学非常勤講師 琉球大学 

泉川公一・教授 国際緊急援助隊感染症対策チーム作業部会 部

会員 
国際緊急援助隊 

泉川公一・教授 科学研究費委員会専門委員 日本学術振興会 

宮崎泰可・講師 評議員 日本化学療法学会 

宮崎泰可・講師 第 87 回日本感染症学会西日本地方会学術集会・

第 60 回日本感染症学会中日本地方会学術集会・

第 65 回日本化学療法学会西日本支部総会 事務

局、プログラム委員 

日本感染症学会 

宮崎泰可・講師 臨床研究促進委員会委員 日本感染症学会 

宮崎泰可・講師 標準化委員会委員 日本医真菌学会 

宮崎泰可・講師 活性化ワーキンググループ委員 日本医真菌学会 

宮崎泰可・講師 代議員 日本医真菌学会 

宮崎泰可・講師 日本医真菌学会ガイドライン検討委員会委員 日本医真菌学会 

高園貴弘・助教 クリプトコックス症の診断・治療ガイドライン

作成委員会委員  
日本医真菌学会 

高園貴弘・助教 関連学会支部会委員 日本医真菌学会 

田代将人・助教 日本医真菌学会ガイドライン検討委員会委員 日本医真菌学会 

河野圭・助教 長崎市予防接種健康被害調査委員会(委員) 長崎市 
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河野圭・助教 長崎県西彼保健所感染症診査協議会(委員) 長崎県西彼保健所 

河野圭・助教 長崎県西彼地域感染症対策協議会(委員) 長崎県西彼保健所 

河野圭・助教 日本医師会ジュニアドクターズネットワーク役

員(地域担当) 
日本医師会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

泉川公一・教授 日本学術振興会 基盤研究Ｃ 代表 マイクロバイオーム解析による慢性肺アス

ペルギルス症の新規治療開発の試み 

泉川公一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金 新型インフルエ

ンザ等新興・再興感染症研究事業「酵母様真

菌感染症の病原性解明と疫学・診断法・制御

法の研究」 

泉川公一・教授 厚生労働省 分担 厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染

症および予防接種政策推進研究事業）「医療

機関等における薬剤耐性菌の感染制御に関

する研究」 

泉川公一・教授 AMED 分担 エイズ対策研究事業 ART 早期化と長期化

に伴う日和見感染症への対処に関する研究、

HIV 感染症に伴う日和見合併症・悪性腫瘍の

全国調査 HIV 感染症に伴う日和見合併症・

悪性腫瘍の全国調査 

宮崎泰可・講師 AMED 分担 AMED 2017 年度 新興・再興感染症に対する

革新的医薬品等開発推進研究事業 「真菌感

染症の病態解明及び検査・治療法の確立に関

する研究（H27- 新興 - 一般 -006）」班 

宮崎泰可・講師 日本学術振興会 基盤研究Ｃ 代表 難治性真菌感染症の克服を目指した新規治

療戦略の開発 

宮崎泰可・講師 平成 27 年度厚生労働科学研究費

補助金（平成 27 年度新興・再興感

染症に対する革新的医薬品等開発

推進研究事業） 

分担 真菌感染症の病態解明及び検査・治療法の確

立とサーベイランスに関する研究 

宮崎泰可・講師 武田科学振興財団 代表 難治性真菌感染症の克服を目指した新規治

療戦略の開発 

宮崎泰可・講師 上田記念感染症・化学療法研究奨励

基金 
代表 病原真菌 Candida glabrata のアゾール系薬耐

性を克服するための新規薬剤開発 

宮崎泰可・講師 日本感染症医薬品協会奨励賞 代表 病原真菌における多剤耐性機序の解明と臨

床的重要性の評価 

宮崎泰可・講師 MeijiSeika ファルマ研究助成 代表 慢性閉塞性肺疾患の増悪時におけるセフジ

トレン ピボキシルの臨床効果 

宮崎泰可・講師 塩野義製薬研究助成 代表 医療・介護関連肺炎診療の実態調査 

宮崎泰可・講師 ファイザー株式会社研究助成 代表 MRSA 肺炎診断・治療の実態調査 

宮崎泰可・講師 ファイザー株式会社研究助成 代表 五島市の 18 歳以上の住民を対象とした肺炎

球菌性肺炎の発症率と肺炎球菌血清型分布

に関する疫学調査 

宮崎泰可・講師 第一三共株式会社研究助成 代表 65 歳以上の高齢者肺炎（NHCAP，誤嚥性肺

炎を含む）に対するシタフロキサシンの有効

性 ―シタフロキサシンとガレノキサシン

の比較試験― 
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高園貴弘・助教 MSD 研究助成金 代表 「Galactosaminogalactan をターゲットとした

肺アスペルギルス症の新たな診断・治療法の

開発」 

田代将人・助教 日本学術振興会 若手研究（B） 代表 PET/SPECT/CT イメージングによる肺アス

ペルギルス症診断法の開発 

田代将人・助教 日本学術振興会 基盤研究Ｃ 分担 マイクロバイオーム解析による慢性肺アス

ペルギルス症の新規治療開発の試み 

田代将人・助教 NPO 法人「長崎県地域医療の研究

支援を目的とした医師団」 
代表 長崎県地域の病院環境における病原真菌の

分布および薬剤感受性調査 

田代将人・助教 「放射線災害・医科学研究拠点」共

同利用・共同研究 重点課題 
代表 放射性同位体を用いた肺アスペルギルス症

の新たな治療戦略の開発 

泉川公一・教授 不動技研工業 手指衛生遵守のためのモニター機器開発 

 

特 許 
氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

泉川公一・教授 院内手洗い管理システム 2017/4/13 2017/12/15 2017-080085 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

泉川公一・教授 非常勤講師（感染症系） 東北大学 

泉川公一・教授 非常勤講師（感染系） 琉球大学 

泉川公一・教授 非常勤講師（内科系） 長崎大学歯学部・薬学部 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

泉川公一・教授 SFTS NHK（TV） 2017/5/25 SFTS 感染症の診断と治療について概説

した 

泉川公一・教授 インフルエンザ KTN（TV） 2017/11/7 インフルエンザについて予防と治療に

ついて概説した 

泉川公一・教授 ノロウイルス KTN（TV） 2018/1/12 ノロウイルスについて予防と治療につ

いて概説した 

泉川公一・教授 感染症の脅威 ～い

ま、そこにある危機と

対策～ 

西日本新聞 2018/1/1 長崎大学における BSL4施設の必要性に

ついて概説した 

泉川公一・教授 感染症を予防する生

活習慣 
ながさきプレ

ス 
2018/2/1 日常生活における感染症予防について

概説した 

泉川公一・教授 長崎大学における感

染症貢献 
NHK（TV） 2018/2/23 リベリアにおける感染対策について当

学の貢献について紹介した 

 

○特筆すべき事項 
①学術賞受賞 

・田代将人・助教 
日本マイコプラズマ学会：日本マイコプラズマ学会第 44 回学術集会 優秀発表賞 
マクロライド耐性マイコプラズマ感染症流行期の成人マイコプラズマ肺炎入院患者における初期抗菌薬の有効

性の比較検討 


